単元指導計画　　小５　　Hi, friends!１　Lesson３　How　many？　いろいろなものを数えよう　　　　　　　　　　　　　　　[全４時間]　
	単元の指導目標
	ゲームやクイズを通して，数の数え方は言語によって異なることや似たものがあることに気付き，数を表す英語や数を尋ねる表現に慣れ親しみながら，積極的に数を数えたり尋ねたり答えたりしてコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	時
	１
	２　　Good job！シート
	３
	４　Good job！シート（インタビュー）

	ね
ら
い
	英語や他の言語でのものの数え方の特徴に気付き，英語での１～１０の数の言い方に慣れ親しむ。
	１～２０の数の言い方や数を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
	１～２０の数の言い方や数の尋ね方に慣れ親しみ，自ら相手を見つけて数を尋ねたり，答えたりしようとする。
	数を尋ねるクイズを作り，積極的に数を数えたり，尋ねたり答えたりしようとする。

	英語
表現
	How many？,1～10, pencils,　dogs,　cats, cars,  apples,  desks,  bags,　red,　blue, chairs,　
	
	11～20,　melons, lemons,　bananas,　soccer balls,　legs,　baseballs,　spider legs,
	

	学

習

活

動

	1.Warm-up

・歌「Seven　steps」を歌う。
2ALT’s Time　ウ①
・日本語，英語，スペイン語，フランス

語，韓国語，中国語での１～１０まで
の数の数え方を知る。
（p.10　Let’s Listen）
3.Activity　イ①
                                       　　　　
(1)じゃんけんゲームをする。

（p.10 Let’s play1）

(2)絵の中の物を数える。

（p.11 Let’s play2）

(3)チャンツをする。（P.12 Let’s Chant）
(4)キーワードゲームをする。
4.Evaluation
	1.Warm-up

・チャンツをする。
2.ALT’s Time
・日本語では数字を様々な数え方をすること

に気付く。
3.Activity 　イ①，②
                                       　　　　
(1)じゃんけんゲームをする。
・前回の結果と合計し１１～２０の言い方を知る。

(2)ステレオゲームをする。

・４～６名の代表児童がそれぞれ数の違う鉛筆の絵カードをもらい他の児童に見せない。

・全員の質問に自分の絵カードの数を一斉に

答える。

・だれがどんな数を話したか当てる。


(3)キーワードゲームをする。
(4)ビンゴゲームをする。
4.Evaluation 　
・Good job！シートで振り返る。
	1.Warm-up

・チャンツをする。（さくら役とたく役に分かれる）

2.ALT’s Time
・１３～１９の言い方が“teen”で終わることに気付く。
3.Activity　ア①，イ②                                        　　　　

(1)メモリーゲームをする。p.12 Activity1
・絵を１分間見て閉じる。

・絵にあった果物や動物の数を答える。

(2)りんご集めゲームをする。
・１人３枚りんごカードを持ち，友達とじゃんけんをして勝つと１枚カードをもらえる。
・ゲームが終了したらグループごとに枚数を数える。


4.Evaluation
	1.Warm-up

・チャンツをする。（さくら役とたく役に分かれる）

2.ALT’s Time　ア①
・動物クイズをする。（足の数や指の数を聞

いてどの動物かあてる。）
3.Activity 　ア②                                       　　　　

(1)フルーツバスケットクイズをする。
・かごの絵を描いた画用紙に４種類の果物シールを貼る。果物の数は１～２０個とし，グループ内で同じ数にならないようにする。
・誰のものか分からないようにしてグループ全員の画用紙を黒板にはり，そのグループ以外の児童は，英語で質問して誰のかごかをあてる。

4.Evaluation 　

・Good job！シート（インタビュー）で振り返る。

	評価
	イ①　（観察）
ウ①　（発言・ワークシート）
	イ①　（観察）
イ②　（観察）
	ア①　（観察・ワークシート）

イ②　（観察）
	ア①　（観察）
ア②　（観察・ワークシート）


	[単元における評価の観点]

	ア　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度
	イ　外国語への慣れ親しみ
	ウ　言語や文化に関する気付き

	2 極的に数を数えたり，尋ねたり答えようとしている。

②数を尋ねるクイズを作り，積極的に活動に取り組もうとしている。
	①１～２０の数の言い方に慣れ親しんでいる。

②数の尋ね方や答え方に慣れ親しんでいる。
	①数の数え方は言語によって異なることや似たものがあることに気付い
ている。


じゃんけんゲームやキーワードゲームで数の数え方を知ろう。





T：How many desks?  Let’s count.


T・S：1, 2.  2 desks.


T：How many dogs?  Let’s count.


T・S：1, 2, 3….  6 dogs.





　キーワードゲームやステレオゲームで１～２０の数の数え方を知ろう。





全員：How many pencils?


代表S：11（～20）pencils．





りんご集めゲームでたくさんの友達と数を尋ね合おう。





S１：How many apples?


S２：Three apples．　





児童の実態に応じて２０以上の数に触れさせてもよい。





果物の数を聞いて，誰のフルーツバスケットか当てよう。





S１：How many oranges?


S２：15 oranges．


S３：How many melons?


S２：7 melons．











